
FEATURE STORYグリーンな脱炭素  グレーな脱炭素

ア
ン
モ
ニ
ア
に
５
つ
の
死
角

三
菱
商
事
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を
大
量
輸
入
。

丸
紅
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
、
伊

藤
忠
商
事
は
ロ
シ
ア
で
ア
ン
モ
ニ

ア
を
製
造
し
、
日
本
へ
輸
送
す
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
実
証

実
験
に
参
画

─
。

こ
の
と
こ
ろ
日
本
で
は
ア
ン
モ

ニ
ア
を
巡
る
動
き
が
急
だ
。
そ
の

背
景
に
は
、
経
済
産
業
省
が「
燃

料
ア
ン
モ
ニ
ア
導
入
官
民
協
議

会
」を
通
じ
て
、「
50
年
に
３
千
万

㌧
の
ア
ン
モ
ニ
ア
導
入
目
標
」を

ぶ
ち
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

天
然
ガ
ス
よ
り�

�

Ｃ
Ｏ
２
排
出
多
い

ア
ン
モ
ニ
ア
発
電
の
最
大
の
利

点
は「
燃
焼
し
て
も
Ｃ
Ｏ
２

を
出

さ
な
い
」こ
と
の
よ
う
だ
。
こ
の

た
め
、
政
府
や
一
部
メ
デ
ィ
ア
は
、

あ
た
か
も「
ア
ン
モ
ニ
ア
は
夢
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
新
規
事
業
の
計
画
が
続
出
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ン
モ
ニ
ア

発
電
に
は
死
角
が
い
く
つ
も
あ
る
。

第
一
に
、
従
来
型
の
製
造
方
法

で
は
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は
製
造
過
程

で
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２

を
出
す
こ
と
だ
。

液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
＝
主
に

メ
タ
ン
）か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
を
作

る
た
め
に
は
、
ま
ず
メ
タ
ン
か
ら

水
素
を
取
り
出
す（
水
蒸
気
改
質

法
）。
こ
の
水
素
と
窒
素
を
反
応

さ
せ
て
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
作
る

（
ハ
ー
バ
ー
ボ
ッ
シ
ュ
法
）＝
上

の
化
学
式
参
照
。

三
菱
石
油
や
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
に
40

年
以
上
勤
務
し
、
燃
料
問
題
に
詳

し
い
財

た
か
ら

部べ

明あ
き

郎ら

・
技
術
士（
化
学
）

に
よ
る
と
、
こ
の
ほ
か
水
素
生
成

の
温
度
維
持
や
ア
ン
モ
ニ
ア
の
液

体
化（
氷
点
下
１
９
６
℃
）で
も

大
量
の
電
力
を
消
費
す
る
と
い
う
。

財
部
氏
に
よ
る
と
、
ア
ン
モ
ニ

ア
１
㌧
を
作
る
た
め
に
、
水
素
製

造
と
ア
ン
モ
ニ
ア
製
品
化
の
合
計

で
実
に
２
・
35
㌧
も
の
Ｃ
Ｏ
２

が

発
生
す
る
と
い
う
。
製
品
よ
り
排

出
Ｃ
Ｏ
２

の
方
が
遥
か
に
多
い
と

い
う
か
ら
驚
き
だ
。

第
二
に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
は
、
そ

の
ま
ま
燃
や
す
と「
窒
素
酸
化
物
」

が
発
生
す
る
。
こ
の
う
ち
一
酸
化

二
窒
素
は（
Ｎ
２

Ｏ
）は
、
温
室
効

果
係
数
が
Ｃ
Ｏ
２

の
３
０
０
倍
と

い
う
、
猛
烈
な
温
室
効
果
ガ
ス
だ
。

二
酸
化
窒
素
な
ど
の
Ｎ
Ｏ
ｘ
は
、

か
つ
て
の
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
大

気
汚
染
の
元
凶
で
あ
り
、
環
境
負

荷
が
高
す
ぎ
る
。

第
三
に
、
現
在
多
く
の
ア
ン
モ

ニ
ア
事
業
計
画
で
は
、
石
炭
な
ど

と
の「
混
焼
」を
前
提
と
し
て
い

る
こ
と
だ
。
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
文
脈

で
は「
脱
石
炭
」が
必
須
で
、
ダ
イ

ベ
ス
ト
メ
ン
ト（
投
融
資
の
引
き

揚
げ
）の
主
対
象
に
な
っ
て
い
る

中
で
、「
石
炭
を
使
っ
た
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」は
あ
り
得
な
い
。

第
四
に
コ
ス
ト
面
だ
。
政
府
が

試
算
し
た
ア
ン
モ
ニ
ア
の
１
㌔
㍗

時
当
た
り
の
発
電
コ
ス
ト
で
は
、

「
20
％
混
焼
」で
12
・
９
円
、「
専
焼
」

だ
と
23
・
５
円
だ
。
後
者
は
天
然

ガ
ス（
13
円
）と
比
べ
て
も
遥
か

に
高
い
。
天
然
ガ
ス
を
そ
の
ま
ま

燃
や
し
た
方
が
コ
ス
ト
面
で
も
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
で
も
、
ま
だ
間
尺
に

合
う
。

グリーンな
脱炭素
石炭も原発もアンモニアも頼れない

グレーな
脱炭素

　

２
０
２
０
年
10
月
の
菅
首
相「
脱
炭
素
宣
言
」以
来
、

日
本
の
産
業
界
は「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
」に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
。
し
か
し
実
態

は
、
環
境
負
荷
が
低
く
は
な
い「
グ
レ
ー
な
脱
炭
素
」が

混
ざ
っ
て
い
る
。
特
に
問
題
な
の
は
原
発
と「
ア
ン
モ

ニ
ア
発
電
」だ
。
Ｃ
Ｏ
２
の
回
収
・
利
用
・
貯
留
も
コ
ス

ト
が
高
い
。何
が
本
当
の「
グ
リ
ー
ン
」で
、何
が
グ
レ
ー

な
脱
炭
素
な
の
か
、
仕
分
け
し
た
。

（�

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森　

摂
、
副
編
集
長
・
吉
田�

広
子
、�

�

オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田�

真
隆
）

第
五
に
、
現
在
の
ア
ン
モ
ニ
ア

計
画
で
は
、「
輸
入
」を
前
提
に
し

て
い
る
こ
と
だ
。
現
状
の
輸
送
船

は
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
が
多
い
Ｃ
重
油

を
使
う
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
負
荷

は
高
ま
る
。

燃
料
の
輸
入
で�

�

大
量
の
富
が
流
出

ア
ン
モ
ニ
ア
は
決
し
て「
夢
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」で
は
な
い
。
そ
れ

で
も
ア
ン
モ
ニ
ア
を
使
い
た
い
の

で
あ
れ
ば
、「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
」（
グ
リ
ー
ン
ア
ン
モ
ニ
ア
）

と
、
長
距
離
海
上
輸
送
を
伴
わ
な

い「
国
産
」が
必
須
だ
ろ
う（
製
造

時
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
完

全
に
処
理
で
き
る
な
ら「
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
」と
定
義
で
き
る
）。

日
本
最
大
の
火
力
発
電
事
業
会

社
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ａ
は
21
年
２
月
、

マ
レ
ー
シ
ア
国
営
ペ
ト
ロ
ナ
ス
社

と
ア
ン
モ
ニ
ア
の
製
造
・
輸
入
で

協
業
を
検
討
す
る
覚
書
を
結
ん
だ
。

文
面
に
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
が
う
た
わ
れ
た
。
で
あ
れ

ば「
１
０
０
％
再
エ
ネ
由
来
の
ア

ン
モ
ニ
ア
」が
必
須
だ
。
再
エ
ネ

由
来
と
天
然
ガ
ス
由
来
の
混
用
な

ら
、
環
境
負
荷
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。

ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
の
前
半
工
程

は
、
天
然
ガ
ス
か
ら
の
水
素
製
造

と
同
じ
だ
。
水
素
社
会
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来（
グ
リ
ー
ン
水
素
）が
大
前

提
だ
。
天
然
ガ
ス
か
ら
の
製
造
で

は
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
は
、
重
量
ベ
ー

ス
で
は
水
素
の
５
倍
に
達
す
る
。

伊
藤
忠
商
事
は
２
０
２
０
年
代

半
ば
に
、
世
界
最
大
級
の
液
化
水

素
製
造
プ
ラ
ン
ト
を
中
部
地
方
に

建
設
す
る
計
画
だ
。
報
道
に
よ
る

と
、
同
プ
ラ
ン
ト
の
水
素
製
造
は

液
化
天
然
ガ
ス
が
原
料
と
い
う
。

こ
れ
で
は
Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
は
ま
ま

な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
、
日
本
は
高
度
成
長

時
代
の「
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
立
国
」

の
発
想
か
ら
抜
け
き
れ
な
い
。「
国

土
の
狭
い
日
本
で
再
生
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
き
集
め
て
も
限
界
が
あ

る
。な
ら
ば
輸
入
す
る
し
か
な
い
」

と
の
論
調
が
幅
を
利
か
せ
る
。

日
本
は
原
油
や
石
炭
、
天
然
ガ

ス
な
ど
の
化
石
燃
料
や
、
ウ
ラ
ン

グリーンな脱炭素／グレーな脱炭素�仕分け表（評価はオルタナ編集部による）
評価 ジャンル 評価対象 詳細

グリーン エネルギー 国産再生可能エネルギー 太陽光、風力、水力、バイオマス、地熱など。発電時のCO₂は出ない
グリーン エネルギー グリーン水素 再エネの電力を使って水を電気分解し、水素を生産。CO₂は出ない
グリーン エネルギー グリーンアンモニア発電 再エネの電力を使って水を電気分解し、水素からアンモニアを生産
グリーン エネルギー 揚水発電（原発非連動） 以前は原発が夜に発電する電力を貯蔵。今はグリッド安定性に寄与
グリーン エネルギー ヒートポンプ 地中熱を利用する、古くて新しい技術。発電しないので、熱効率も良い
グリーン 政策 炭素税 ガソリンや灯油、石炭、LNGなどの使用に課税。北欧での税率が高い
グリーン 政策 国境炭素税（EU） CO₂の排出量が特に大きな製品について、輸入時に課税する仕組み
グリーン 政策 インターナル・カーボン・プライシング 企業が事業ごとにCO₂排出を計算し、総排出量を抑制する仕組み
グレー 政策 排出量取引 CO₂排出枠の売買の仕組みだが、ESGの文脈では評価が低い面も
グレー 政策 地球温暖化対策税 2012年に施行されたが、税率はガソリン１㍑当たり0.76円と少額
グレー エネルギー CO₂貯留（CCS／CCUS） 日本でも北海道・苫小牧で貯留実験が終了したが、商用化は未知数
グレー エネルギー サーマルリサイクル 本来の英語では「エナジー・リカバリー」といい、リサイクルではない
グレー エネルギー LNG火力発電 現在、日本では最も発電量が多い。将来はダイベストメントの対象にも
グレー エネルギー ブルーアンモニア発電 製造過程はグレーアンモニアと同じだが、製造時のCO₂を回収する
ブラック エネルギー グレーアンモニア発電 天然ガスや石炭から水素を取り出し、窒素と反応させアンモニア生産
ブラック エネルギー 輸入バイオマス発電 パーム（油ヤシ）油やヤシ殻は熱帯雨林破壊や児童労働の恐れがある
ブラック エネルギー グレー水素 天然ガスや石炭から水素を生産。家庭用燃料電池でも使われる
ブラック エネルギー 原子力発電 使用済み核燃料は貯蔵限界の８割に。最終処分場も白紙状態
ブラック エネルギー 石炭火力発電 NGOからの批判が大きく、ESGリスク大。三井住友FGは完全撤退

天然ガス（メタン）からアンモニアを作る工程の化学式

作図：松前�ひかり
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